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研究成果概要 
宇宙線研究分野の将来計画策定のために，CRC（宇宙線研究者会議）が母体となり，

また ICRR と連携して，これまで毎年将来計画のシンポジウムを開催してきた．H30 年

度は，日本学術会議による「マスタープラン 2020」策定に際し，CRC から日本学術会議

天文学・宇宙物理学分科会に対して推薦する大型計画を選ぶために，情報収集及び議論

と意見の集約を行うことを目的として 2回開催した．第 1回は，日本学術会議天文学・

宇宙物理学分科会に対して LOI を提出した新しいプロジェクト 6件について，計画の内

容を紹介してもらい議論を行った．また，第 2回は，大規模学術フロンティアや大型重

点計画に採択済み計画についても 10 年にかかる計画については再度の提出が求められ

たことより，それらを含めた 8計画について，第 1回の宿題を含めて活発な意見交換を

行った．これら 2回にわたる議論に基づいて，最優先で押す現行計画 3件，速やかな実

現を望む新規計画 2件，遅滞なく推進すべき現行計画 1件を含む，計 8件を天文学・宇

宙物理学分科会に推薦した．これらのうち２件は，素粒子物理学・原子核物理学分科会

に関わりが深いため，そちらにも推薦書を提出した．このように，本研究会は，情報の

共有と計画内容の吟味，コミュニティの合意形成，等に非常に有益であり十分な成果を

あげることができた．	
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